
NPO 法人国連クラシックライブ協会 

地球環境基金助成公演 環境ミュージカル“そして森は生きている PARTⅡ”沖縄公演 公演報告書 
 
１）開催日・開催地・開催状況 

公演日時 公演場所 公演状況＜観客数他＞ 

2004 年 4 月 4 日（木） 那覇市民会館(共催) 環境ミュージカル  

―沖縄からの発信 「私達の地球憲章 ～そして森は生きている PARTⅡ～ 

1 回目  13:00 から 15:00 大ホール 観客数  417 人(招待者含む) 

2 回目  16:00 から 18:00 （沖縄県那覇市寄宮 1-2-1）  観客数  421 人(招待者含む) 

   入場料 指定席３０００円  自由席１０００円 

   出演者・スタッフ数 156 人 

シンポジウム 「異文化の認識-地球憲章の理念」 

参加者：公演の全参加者  

開催地・沖縄の参加者（沖縄 琉球国祭り太鼓、具志川高校のダンス部、琉球交響楽団、沖縄、浦添、豊見城の

合唱団、国際交流協会、沖縄在住の外国人、小・中・高校生、環境団体、舞台関係スタッフの方々、）と東京の参

加者（プロのキャスト、劇団員、研究生（小・中・高・大学生、スタッフ、同行の保護者、公演の観客の方々 

形 式：パネルディスカッション 

内 容：地球憲章委員の廣野良吉先生（成蹊大学名誉教授）より、「地球憲章」とは何かを今の地球が抱えている問題を捉

えながら、｢地球憲章｣の認識と必要性を話して頂き、公演に参加することによって学んだ方々、公演を見た方々とともに考

査し、21 世紀の地球の環境保全と異文化の協調の可能性についての意見の交換をした。「自分達が地球上の責任ある一

員だということを理解・再認識し、環境問題が自分達に差し迫った大きな問題だということを実感し、日常の中での無関心か

ら脱却、まず身近でできることをはじめよう」ということを参加者がお互いに認識しあった。 

 
２）来場者からの感想 
☆ 大変素晴らしかったです。環境保全の大切さを感じ、自分達の環境問題への意識の薄さを改めて感じました。 
☆ これからはもっと意識し、積極的に地球環境を守る必要性を感じていこうと思いました。もっと多くの人達に広めていってください 

☆ 私は、いつも食べ物を残してしまいます。でもこれを見て、これからは、食べ物を残さないで全部食べます(小学 5 年生) 

など、広い年代層の方から、同様の感想を頂きました。 
 
３）パネラー 廣野良吉先生からのメッセージ 
 
国連クラシックライブの皆さん 
 
早速お手紙有難うございました。沖縄からお帰りになっても、直ぐ又、練習練習で毎日ご苦労様です。でも、公演

が人々の心を捉え、将来に対する希望を燃えさせる役割を担うなら、苦労も苦労ではなくなるというものでしょう。

僕も貴美子と共に本当にこの演劇と公演に感動しました。短時間に劇作化し、激しく厳しい練習を重ねて、公演を

成功に導いてくださいました小池代表と皆さん、さらに那覇市の宮城さんご夫妻に敬意を表します。 
先日学会の大学院生部会の人々に流したものをここに送付いたします。 
僕は「そして森は生きている。ＰＡＲＴⅡ」に大きな夢と期待を持っています。廣野 
 
小生は昨夜沖縄の那覇から帰京しました。小生の発案で実現しました「地球憲章」を劇作化した演劇「そして森は

生きている。ＰＡＲＴⅡ」舞台が、環境大臣、沖縄県知事のメッセージと言う形でご支援を得て、大勢の那覇市民

の参加の元に市民会館で公演されて、素晴らしい反響でした。特に、那覇市の中学生、高校生、大学生とその関係

者や管弦楽団も東京勢に参加してくださり、若い人々とその両親たちに「地球憲章」の理念を少しでもわかっても

らうことが出来たという手ごたえがアンケート回答を通じて伝わってきました。今後この演劇内容を改善しつつ、

今年は日本全国で公演活動を行い、来年は近隣のアジア諸国やさらに欧米の大都市で、地元の地球環境保護団体と

一緒に展開できたらいいなあと考えています。「地球憲章」公演を沖縄から発信しましたのは、第二次世界大戦で

沖縄がわが国で唯一の陸上戦が熾烈に戦われ、日米双方で多大な人的損害がみられたのみならず、自然・都市・社

会環境破壊が最大規模に達したところだからです。二度とこのような悲劇を繰り返してはならないと言う気持ちか

らです。環境教育は同時に平和教育であり、人権教育であり、さらに一昨年秋ヨハネスブルグ・サミットで小泉総

理によって提唱され、その後国連総会で採択された「持続可能な開発のための教育」です。今後東京での公演の時

には、是非日本開発学会や日本評価学会の院生部会の多くの方方にも、お時間を作ってご覧になって戴くか、意欲

ある方にはご自分で演劇にご参加下さい。必ずや大いに感動することでしょう。 廣野良吉 
 
 



４）公演レポート 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

 

 

ご祝辞 

パンフレット表紙 



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

環境ミュージカル 

―沖縄からの発信  

「私達の地球憲章 ～そして森は生きている PARTⅡ 

沖縄公演を応援してくださった皆様  

（シンポジウム参加者） 

 

 

 

 

主な参加団体（沖縄） 

エイサー 琉球国祭り太鼓 

ダンス 沖縄県立具志川商業高校 ダンス部 

オーケストラ 琉球交響楽団           

合唱団 女声合唱団 華 

  女声コーラス はまゆう 

  女声合唱団 星砂 

  浦添市民合唱団 

  混声合唱団 いーすたん 

  沖縄男声合唱団 

  豊見城混声合唱団  

 



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

オープニングﾞ 愛の☆ 地球 

 

平和な地球 

-祭 沖縄 エイサー 

 

 

 

戦争････兵士達の戦い  

～日本の高校生がフォスタープランで援助しているアラブの子ども・ミーシャ

～ 

 



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

 

地球、環境について学ぶ学生達 

・・ 国際会議ではいったい何が問

われているのだろう？ 

 

クラブ活動 

･･･環境問題について討論 

「地球を守るために私たちに何ができる

のだろう？」 

 

 

国際会議の様子 

・・自国の保全が大事、決

裂する各国の首脳陣 

国際会議の様子 ・・・ 大切なことは？ 



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

 

 

侵されていく地球 

- 兵士のダンス（戦争） - 

- 悪魔のダンス（トロル） - 

- 戦いのダンス - 

 

生徒のダンス 

～掛け合い～ 

 



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

 

 

 

みんなで力を合わせて・・・バケツリーレー 

地球を守るためのメッセージ 

「私たちにできることからはじめよう！」 

 

そして 森は生きている！ 

 

 フィナーレ ジョイフル・ジョイフル 

 



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

シンポジウム 「私たちの地球憲章」 
パネラー 廣野良吉先生 

成蹊大学名誉教授 

地球憲章委員 

 

 

 

本日は、環境ミュージカル 

そして森は生きている PartⅡ 沖縄公演に 

ご来場いただき、有難うございました。 

沖縄から発信された 

私たちの愛の☆ 地球への 

沖縄の方々の大きな、そして温かいご支援は、 

来年は、日本海の古都、金沢に 

受け継がれていきます！ 

 
有難うございました 


